
茎から根をだして木の幹や崖をよじ登る常緑藤本。幼苗の茎や葉柄には伏した短毛が密生し、葉は全縁。
若枝には伏した短毛が密生する。成木の葉は、はじめ伏した短毛が密生し、のちやや無毛。葉身は楕円形
または広楕円形、先は鈍く、基部は鈍形または円形、長さ4-10cm、表面は無毛、裏面はやや灰白色で脈は

隆起し、脈上に短毛がある。葉腋に1個の花嚢をつける。

場所によっては植栽の可能性がある。
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調

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Ficus  pumila  L.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

三田市、明石市、たつの市、洲本市、南あわじ市

■ 国内分布

本州（千葉県以西）、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

クワ科

兵庫県ランク…オオイタビ
環境省ランク… －


